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嵌合式接合を用いた大断面木質パネル間接合工法の開発 
その３：CLT 耐力壁の水平加力実験概要および破壊性状 

 

1. はじめに 

近年，中高層木造建築物が普及，推進されており，直

交集成板（CLT）などの大断面木質パネルを用いた工法が

施工性や耐震性などの観点から有効な構造形式の 1つとさ

れている。日本における木質パネルの利用については，

輸送や階高の関係から縦長形状の小幅パネルを横方向に

緊結する方法が多く用いられている。そこで，筆者らは

木質パネル同士の接合方法として，嵌合や木ダボによる

接合工法を提案し，その基本的な構造性能の評価を行っ

てきた。本研究では，提案型接合工法が CLT 耐力壁の構

造性能へ与える影響を検討するために，CLT を 2枚接合し

た耐力壁に対し，水平加力試験を行った。本報では，実

験概要および実験結果による破壊性状について述べる。 

2. 実験概要 

2.1 試験体計画 

提案する接合形式は図-1 に示すようなパネル側面の凹

凸（以下，「フィンガー」）を嚙み合わせたり，木ダボを

介したりすることで，パネル間に働くせん断力に抵抗す

る接合工法である。試験体諸元を表-1 に試験体寸法を図-2

に示す。試験体は 1/2 スケールとし，本実験では平面的な

接合部だけでなく，直交方向の壁との接合部にも適用す

ることで，立体壁効果の影響についても併せて検討する。

実験パラメータは接合部の仕様とし，壁－壁接合部に対

して一般的な接合工法であるスプライン接合とした 2D-

Spl-S，嵌合接合とした 2D-Dov-S(C)，木ダボ接合とした

2D-Dow-S(C)，直交壁を設けた 3D-Spl(Dow)-Sとした。こ

こで，2D-Spl-Sは提案型接合部試験体の性能向上効果を評

価するために実験を行った。また，既報 1)により，提案型

接合工法はフィンガーの形状により，せん断破壊型と圧

縮破壊型の 2種類の破壊メカニズムが確認されている。そ

こで，本実験では嵌合接合と木ダボ接合とした試験体に

ついて，フィンガーや木ダボのアスペクト比を変えるこ

とでせん断破壊想定型試験体（長さ l / 幅 h=1）と圧縮想

定型試験体（長さ l / 幅 h=10）の 2 種類を設定した。尚，

本実験は提案型接合工法が CLT 耐力壁の構造性能へ与え

る影響を検討するべく，壁－壁接合部が先行降伏するよ

うに（壁－壁接合部強度＜CLT壁パネル脚部強度）設定し

ている。そのため、各試験体の引抜き抵抗要素は引きボ

ルトだけでなく表面および裏面に HD 金物（HD-B25）を

付加している（図-2）。尚，CLT 壁パネルは Mx60-5-5の 

90mm 厚を，土台，梁，木ダボは米松集成材（E120-F330）

を使用した。また，提案型接合工法の汎用性を検討する

ために，提案型試験体の壁－土台接合部および壁－梁(床)

接合部のせん断抵抗要素は木ダボとし，従来型試験体は

せん断金物としている。 

<試験体名称> 

Ex. 2D－Spl－S 

   ① ② ③ 

① 試験体形状 [2D：平面架構, 3D：立体架構] 

② 壁－壁接合部工法 

[Spl：スプライン、Dov：嵌合, Dow：木ダボ] 

③ 壁－壁接合部想定破壊 [S：せん断, C：圧縮] 

2.2 加力計画 

加力装置を図-3 に示す。水平力は上部治具にシャック

ルおよびワイヤーロープ，PC 鋼棒を取り付け，センター

ホールジャッキで載荷した。この際，試験体の面外方向

への捻じれを防止するために，予め左右のワイヤーロー

プに約 10kNの引張力をかけた状態から載荷を制御した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 木ダボ(左)・嵌合(右)接合 

表-1 試験体諸元 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正会員 ○前田 匡樹*1 同 青木 和巳*2 

同 小島 慎平*3 同 晉  沂雄*4 

CLT 嵌合接合 木ダボ接合 

壁－壁接合部 せん断実験  

 

壁-壁
壁-梁(床)
(せん断)

壁-土台

(せん断)
壁-土台

(引抜き)
壁-直交壁

直交壁-土台

(せん断)
直交壁-土台

(引抜き)

2D-Spl-S
LVLスプライン

(STS・C65)×15
平型せん断

金物
U型せん断

金物

引きボルト
(M20)

HD-B25×2

2D-Dov-S
嵌合×3

T90-H90-L90
木ダボ×1

T90-H90-L90
木ダボ×1

T90-H90-L90

引きボルト
(M20)

HD-B25×2

2D-Dov-C
嵌合×3

T90-H20-L200
木ダボ×1

T90-H90-L90
木ダボ×1

T90-H90-L90

引きボルト
(M20)

HD-B25×2

2D-Dow-S
木ダボ×3

T90-H90-L90
木ダボ×1
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木ダボ×3
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木ダボ×1
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L型せん断金

物

U型せん断

金物

引きボルト
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HD-B25×2

L型
せん断金物

平型
せん断金物

引きボルト×2
(M20)

3D-Dow-S
木ダボ×3

T90-H90-L90
木ダボ×1
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木ダボ×1
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(M20)

接合部

Ex.　T90-H90-L90
          ①   ②    ③     ①:フィンガー(木ダボ)厚さ，②:フィンガー(木ダボ)幅，③:フィンガー(木ダボ) 長さ    [mm]

l

t

h
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加力は正負交番繰り返し加力とし，層間変形角�水平変位 

／加力点高さ�の �����，�����，�����，�����，�����，����，

����，��������を各 � 回ずつ，��������を � 回ずつ，正負交

番繰返し載荷した後，正側に押し切った����������。 

���破壊性状 

壁－壁接合部の破壊性状としては，せん断破壊想定型

の試験体ではフィンガーや木ダボにせん断ひび割れ（繊

維に沿った割裂）が生じ，圧縮破壊想定型の試験体では

フィンガー下部のめり込みが生じた（写真��）。また，平

面の �� 試験体では想定破壊経過とは異なり，全ての試験

体で壁パネルの土台へのめり込みによる先行降伏が生じ

�約 ���������時�，その後，壁－壁接合部や引きボルト，

��金物が降伏するような破壊経過を示した。��試験体で

は，直交壁が壁パネルのロッキング変形を抑制したため，

壁パネルの土台へのめり込みは確認されなかった。また，

提案型の �� 試験体では壁－壁接合部がせん断破壊した時

点で，壁－直交壁接合部のせん断ひび割れが生じた。壁

－梁�床�接合部の木ダボについても，壁－壁接合部と同様

にせん断ひび割れやせん断破壊が生じた。 

��まとめ 

その３では実験概要と実験結果のうち，破壊性状につ

いて述べた。本実験により得られた知見および参考文献，

謝辞はその４にまとめて記載する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図�� 加力装置 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-1 接合部の最終破壊状況(左：2D-Dow-S,右：2D-Dov-C) 

図�� 試験体図 
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